
編 集 室
◎取材協力　
　学事部
　各学部事務室
　大学院事務室
　学生部
　ボランティアセンター
　中央図書館

国際センター
入学センター
キャリアセンター
学友会
経理研究所
学員会ほか

◎写真提供＆協力
　「中大スポーツ」新聞部

◎学生記者　
　山下蛍
　菅野誠一郎
　代田知之
　今村直道
　片桐将吾
　長塚優佳
　内藤伊音
　佐藤檀子
　本間友里香

宮田詩織
森真優
田村律子
土方海緒
野口真莉子
山田亮太朗
宮本大句見
中里真侑
（順不同）

◎制作協力

　平田碧（株式会社ツグミ）
　稲葉美枝子（株式会社オーク）
　太田まゆみ

　桑原和彦（研精堂印刷株式会社）
　村田朋隆（研精堂印刷株式会社）

　訪問先の応接室のドアが、恐る恐るといった感じ

で開いた。同社の女性社員が現れ、中央大学の卒業

生という。

　テーブルを囲んでいた４人は、中大卒業生３人と

現役の中大生。訪問先が演出したサプライズだった。

　驚いて目を丸くしていたのもいっときだ。あいさ

つを交わすうち、不思議なもので、すぐに打ち解け

た雰囲気に。

　学生は３年生の女子。就職活動を控えている。女

性社員とは、出身高校から大学の学部・学科まで同

じだった。初対面のあいさつから就活アドバイスを

受けるまで、通常なら時間がかかるところをアッと

いう間に駆け抜けた。

　驚きの顔、またまた驚きの顔、感激の顔と続き、

まるで百面相だ。インパクトの強い１日でした、と

学生は振り返った。

　男女、年齢、学部、キャンパスなどの違いはあっ

ても「中央大学」の名の下に集うと、家族のような

気がしてくる。

　話をしている相手は笑顔、聞くこちらも笑顔。授

業の話、先生の近況、学食の話題などで大いに盛り

上がった。先の女性は腕時計を見て時間の経過に驚

き、次へと急いだ。

　楽しくて、ありがたい同窓会だった。

　　　　　　　　　　　　　（編集長　久保田茂信）
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No.253　10月22日発行予定
　『中大文学部から世界へ アスリート３人が語る』 2017春号・
座談会の記事のうち出席者の氏名表記について、ダイバーシ
ティを積極的に推進している大学として、配慮が至らない表現が
ありました。
　この場を借りて、ご本人をはじめ座談会に出席された方々、読
者の皆様に深くお詫び申し上げます。
　今後、このようなことがないよう注意するとともに、引き続きダ
イバーシティの重要性に鑑み、その推進に努めてまいります。
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